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豪雨の夜に伝統の綱引き
毎年８月14 日は、約 360 年の伝統を誇り、町の無形文化財にも指定されてい
る永谷万年願盆綱の日。深夜が迫る午後10 時 50 分、威勢のいい引き手たちが
真教寺の坂道を駆け下りながら引き出した綱を、上組・下組に分かれた大勢の人
たちが引き合います。今年は例年にない豪雨の中、熱い戦いが繰り広げられました。
結果は上組の勝利。来年は下組のリベンジなるでしょうか。9 September
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まちの話題 My Town Topics

　乳児とのふれあいを通して命の尊さや親になる喜び、責任を
学んでもらおうと、町では中学生による「赤ちゃんふれあい体験」
を毎年行っています。今年は８月 10 日の４か月健診に合わせ
て行われ、鞍手中学校の３年生 16 人がくらじの郷に集まりま
した。中学生たちは、健診に連れてきたお母さんの代わりに赤
ちゃんの着替えや抱っこ、本の読み聞かせなどに挑戦。初めて
の経験に戸惑う姿も見られましたが、赤ちゃんのかわいさに癒
されながら無事にやり遂げることができたようです。

未来のママ・パパは頑張りました。
▶中学生による赤ちゃんふれあい体験

　鞍手町出身で東筑高校３年の盛田　秀さん（もりたしゅう・弥
生・写真左）、２年の石田旭昇さん（いしだあきのり・木月・写真右）
が今夏の全国高校野球選手権大会に挑みました。強豪ひしめく福
岡県予選で、盛田さんは５番・レフトで攻撃の要として、石田さ
んはエースピッチャーとして全試合に出場し、東筑高校 21 年ぶ
りの優勝、甲子園出場に大きく貢献しました。甲子園では惜しく
も初戦敗退となりましたが、手に汗にぎる熱戦を繰り広げ、応援
する鞍手町のみんなに興奮と感動を与えてくれました。

鞍手球児、甲子園に立つ
▶東筑高校野球部が第 99 回全国高校野球選手権大会に出場

　鞍手中学校３年の竹松美咲さん（写真右）、白木理子さん（写
真右から２番目）が県中学校ソフトテニス大会の女子ダブルスで
準優勝、１年の迫木春里さん（さこきしゅり・写真左）が県中学
校陸上競技大会の 1 年生 100 ｍで準優勝し、共に九州大会への
出場を決めました。九州大会は８月 10 日に熊本（テニス）、同７
日に宮崎（陸上）で行われ、惜しくも入賞はなりませんでしたが、
鞍手中学校の代表として力を尽くし、その名を県外にまで広める
活躍を見せてくれました。今後の活躍にも期待しています。

テニスの夏、陸上の夏
▶鞍手中生徒がソフトテニス、陸上の九州大会に出場

則
の り ま つ

松應
ま さ き

希くん
平成26年９月10日生まれ
マサくん、３歳のお誕生日おめ
でとう！どんどん、おしゃべり
が達者になって、悪ガキになっ
てきたね～！お兄ちゃんとお
姉ちゃんに負けないように、大
きくなってねー�誕生日から、
幼稚園の年少さんに上がるけ
ど、頑張って行こうねー！（父
正三さん・母　美沙さん・中山）

梶
か じ く り

栗拓
た く み

実くん
平成27年９月19日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう�
何でもよく食べてほとんど風
邪を引くことなく元気に成長
してくれて嬉しいよ♪明るく
ニコニコ笑顔でこれからも拓
実らしく元気に大きくなって
ね。（父　浩次さん・母　陽子
さん・中山）

西
に し は ら

原優
ゆ め

愛ちゃん
平成28年９月21日生まれ
ゆめちゃん１歳のお誕生日お
めでとう♡いつもお姉ちゃん
たちと一緒にあそんで毎日楽
しく過ごしてます♡これから
も三姉妹仲良く元気に大きく
なっていってね♡（父　尚利さ
ん・母　福美さん・新延）

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行
月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ
子を募集しています。10月生まれは、９
月11日（月）までに申し込んでください。

▼
お待ちしています

申し込みはメールまたは持込みで
　申し込みの際は、➊顔写真のデータ
（持込みの場合はプリント写真も可）➋お
名前➌生年月日➍メッセージ（80文字
以内）➎保護者氏名➏住所➐連絡用の電
話番号を jouhou@town.kurate.lg.jpに
メールでお送りいただくか、役場政策推
進課（☎４２局２１１１番）までお持ち
ください。
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　庁舎等建設候補地の推進本部案である「町立野球場及
びその周辺を活用したくらて病院との一体的開発」につ
いては、前回の検討委員会で、地質調査の結果を待って
再度検討を行うこととされていました。
　地質調査の結果からは、町立野球場中央部のボーリン
グ地点３か所が支持層まで深く、それに伴い杭も深くな
るため、基礎工事費を抑制するためには、なるべく駐車
場側に建物を建てる必要があること。また、その限られ
たエリアの中では、病院と役場庁舎を一緒に建設するこ
とは不可能ではないものの、設計の自由度がかなり奪わ
れてしまう恐れがあることが分かりました。
　これらのことから、当初の予定どおり町立野球場はく
らて病院だけの移転予定地として使用し「役場庁舎は町
立野球場を建設候補地としない」こと、及び「新たな候
補地については推進本部案がまとまり次第提案する」こ
とについて、検討委員会として確認が行われました。

　庁舎等建設基本計画には、新庁舎の建築面積（底地面積）
や延床面積を掲げていくことになりますが、今後、より
具体的な検討を進めていくにあたり、規模機能に関する
概ねの方針を決定しておく必要があります。

　今回は、推進本部からおおむねの規模機能について次
の提案があり、次回の委員会で引き続き協議を行ってい
くこととなりました。
① 防災センター機能（災害対策諸室）を導入すること
② 総合福祉センターの最低限必要な機能を新庁舎及び中

央公民館に集約化すること（総合福祉センターは廃止）
③ 文化ホールは新設しないが、総合福祉センターの集約化

に伴い設置する「多目的ホール」を多用途に活用できる
よう整備すること

④ 新庁舎等建設の延床面積は 4,500㎡程度を基本とする
こと

庁舎等建設候補地に係る
地質調査結果について

庁舎等建設規模機能の
検討について

　今年５月から、新しい庁舎等の建設に向け、その指針となる基本的な考え方を整理するため開催されている鞍手町
庁舎等建設検討委員会。７月 28 日には第３回目となる委員会が開かれ、候補地や規模機能について協議が行われました。
　議事の内容は以下のとおりです。なお、詳しい審議の内容は、今後もホームページ（http://www.town.kurate.lg.jp/
syoukai/tyousya/sintyousya.html）や広報でお知らせしていきます。

すくすく日記

舟
ふ な つ

津 羽
は ゆ ま

佑真くん
平成28年９月１日生まれ
はゆまくん、１歳のお誕生日お
めでとう�やんちゃでビック
リする事もあるけど日々の成
長がとても嬉しいよ。これから
もお姉ちゃんお兄ちゃんと仲
良く、元気に育ってね♥（父 
隆之さん・母　真奈美さん・新
北）

堀
ほ り か わ

川陽
ひ な

菜ちゃん
平成26年９月８日生まれ
陽菜、３歳のお誕生日おめでと
う�７月にお姉ちゃんになっ
て、妹のお世話をしてくれる優
しいお姉ちゃん。これからも
姉妹仲良く助け合っていって
ね。（父　博之さん・母　里美
さん・室木）

９月生まれ

Happy birthday to you.

主
か ず え

計 林
り ん た ろ う

太郎くん
平成27年９月３日生まれ
りんたろう、２歳のお誕生日お
めでとう。最近は悪さをするよ
うになりましたがいくら可愛
くてもダメなものはダメです
よ。良い子ちゃんに育ってくだ
さいね。お願いします。（父　
博行さん・母　桃子さん・弥
生）

庁
舎
等
建
設

検
討
委
員
会

進
行
中

議事 議事
１ ２
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。
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術
展
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出
品
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を
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集
し
ま
す
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手
美
術
協
会

第
59
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美
術

協
会
で
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町
民
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ん
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出
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ま
す
。
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開
催
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13
日
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）

か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
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催
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館
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、
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、

陶
芸
、生
花
▽
小
・
中
学
生
の
作

品
＝
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▽
写
真
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四
つ

切
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大
以
上
を
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に
は
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か

額
縁
に
入
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る

●
出
品
料　

１
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
込
期
間　

８
月
28
日
（
月
）

か
ら
９
月
15
日（
金
）ま
で（
土
・

日
は
除
く
）。
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開

催
要
項
や
、
出
品
票
は
８
月
28

日
（
月
）
か
ら
中
央
公
民
館

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
美
術
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

金
鷲
旗
高
校
柔
道
大
会
で
優
勝
�

大
会
優
秀
選
手
賞
に
も
選
ば
れ
る
快
挙

●
鞍
手
武
道
館
柔
道
ク
ラ
ブ
代
表
・
髙
﨑
慶
司

７
月
22
日
、
23
日
に
マ
リ
ン

メ
ッ
セ
福
岡
で
行
わ
れ
た
第
91

回
金
鷲
旗
高
校
柔
道
大
会
に
、

鞍
手
北
中
学
校
出
身
の
古
野
彩

佳
（
南
筑
高
校
３
年
）
が
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
全
試
合
に
出
場
。

大
会
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
る
活
躍
で
南
筑
高
校
の
初
優

勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
10
日
、
11
日
に
福
島
県

郡
山
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
団
体
、
個
人
（
57
キ

ロ
以
下
級
）
と
も
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
団
体
は
３
位
、

個
人
は
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
の
国
際
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で

は
、
次
の
と
お
り
朗
読
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
９
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

平
家
物
語
、
耳

な
し
芳
一
の
は
な
し
、
羅
生
門　

な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４

２
局
７
８
７
５
番
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

鞍手町教育委員会では次のとおり
「人権問題地区学習会」を開催します。

対象地区外の学習会にもご参加いただけます。
とき ところ 講演内容

①９月８日（金）
午前 10 時 30 分～

西川小学校
多目的室

▷演題＝歌い継がれるメロディ・い
のちのうた（オカリナコンサート）
▷講師＝山口裕之さん

【対象地区】新北、長谷、八尋、八尋中央

● 問い合わせ　教育課生涯学習係（中央公民館内）
　☎４２局７２００番まで

⑤ 11 月 18 日（土）
午前 10 時～

鞍手中学校
体育館

▷演題＝うまれてきてくれて あ
りがとう▷講師＝ mon さん（子
育てシンガー）

【対象地区】本村、立林、幸町、上新橋、中本町、本町、城ヶ崎、南区、
猪倉、今村、小牧、大池、新中山

② 10 月 28 日（土）
午前９時 30 分～

室木小学校
体育館

▷演題＝自分らしく生きる▷講
師＝金 妙穂さん（福岡朝鮮歌舞
団団長）

【対象地区】八尋神田、神田、室木

③ 10 月 28 日（土）
午前 10 時～

古月小学校
体育館

▷演題＝うまれてきてくれて あ
りがとう▷講師＝ mon さん（子
育てシンガー）

【対象地区】上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

④ 11 月５日（日）
午前 10 時～

剣北小学校
体育館

▷演題＝難病がくれた宝物 ぼく
は今が一番幸せです▷講師＝落
水洋介さん

【対象地区】山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、東区、北区、西区、い牟田、
弥生、弥生促進

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
楽
し
め
る

“
カ
フ
ェ
”
が
誕
生
し
ま
し
た

●
鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
悩
み
相
談
と
情
報
交
換
、
専
門
職
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
２
か
所
の
“
カ
フ
ェ
”
で
は
、

高
齢
者
向
け
の
体
操
や
脳
ト
レ
、
茶
話
会
な
ど
楽
し
い
行
事

を
た
く
さ
ん
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
友
達
と
ご
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
フ
ェ
「
く
ら
じ
の
郷
」　

▽
と
き
＝
毎
月
第
１
木
曜
日
の

午
前
10
時
30
分
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
く
ら
じ
の
郷  

研
修
室

●
カ
フ
ェ
「
赤
れ
ん
が
」　

▽
と
き
＝
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午

前
11
時
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
赤
れ
ん

が
（
八
尋
７
７
７
番
地
）

●
参
加
費　

１
回
に
つ
き
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
３

局
３
０
１
９
番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

短歌
夫唱婦随は過去
の産物か。むしろ
今は、男女同権の
ご時勢だから、こ
のような短歌が、
現実味を帯びてく
る。

  

前
日
の
諍

あ
ら
そ

い
い
ま
だ
に
引
き
ず
る
か

  

距
離
置
い
て
あ
り
妻
の
ス
リ
ッ
パ　

リフォーム
洋裁とはほど遠い生
活からリフォーム教室
に参加して、初めて着
られるものを縫いまし
た。
簡単な方法ばかりで
すが、愛着がわきます。

田鶴原 節子さん
（中山）

立花　勲さん
（くらじ短歌会）

平
成
29
年
度
の
敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
鞍
手
町
を
代
表
し
て
一
言

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。

長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ご
活
躍
、
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

皆
様
が
、
こ
う
し
て
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
鞍
手
町
で
は
、
昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
「
第
５
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
今
年
度
よ
り
基
本
構
想
に

沿
っ
た
新
た
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

将
来
像
に
「
新
た
な
力
で
躍
動
す
る
ま
ち
く
ら
て
」
を
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
未
来
に
つ
な
ぐ　

つ
な
が
る　

希
望
の
芽
」
を
掲

げ
、
次
の
世
代
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

皆
様
が
大
切
に
守
り
抜
い
て
く
だ
さ
っ
た
良
き
も
の
を
私
た
ち

が
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぎ
、
皆
様
の
知
恵
と
経
験
を

お
借
り
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
未
来
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
歩
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
お
元

気
で
、
よ
り
良
い
人
生
を
歩
ま
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
お
祝

い
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

お
祝
い
の
こ
と
ば

平
成
29
年
９
月

鞍
手
町
長　

 

德 

島 

眞 

次

９
月
18
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
こ
の
日
を
前
後

に
町
内
各
区
等
で
は
お
祝
い
の
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
敬
老
の
日
に
際
し
、
長
年
に
わ
た
り
ご
活
躍

さ
れ
て
き
ま
し
た
皆
様
に
一
言
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
申
し
上
げ
ま
す
。

Relay Essay

２
０
１
５
年
に
実
施
さ
れ
た
「
お
試
し

移
住
・
ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
」

で
初
め
て
鞍
手
に
来
て
か
ら
、
も
う
少
し

で
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
の
年
間
行
事
を
は
じ
め
、
地
域

活
性
を
目
指
す
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動

を
通
じ
て
町
内
で
の
出
会
い
も
広
が
り
つ

ご
近
所
付
き
合
い
や
自
然
に
寄
り
添
う
昔

な
が
ら
の
生
活
を
通
じ
、
私
た
ち
が
移
住

を
決
め
た
目
標
へ
と
、
よ
う
や
く
進
み
は

じ
め
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

都
会
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
時
間
や

お
金
を
最
優
先
し
て
し
ま
う
生
活
、
ま
た

「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
考
え
は
、

や
独
居
高
齢
者
の
孤
独
死
な
ど
、
高
齢
化

社
会
の
問
題
を
は
じ
め
、
若
年
層
の
流
出

に
よ
る
地
域
の
伝
統
文
化
・
風
習
の
消
滅
、

そ
し
て
都
会
的
価
値
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
共
同
体
」
と
し
て
の
倫
理
の
崩
壊

が
進
ん
で
い
る
現
実
も
見
え
て
い
ま
す
。

鞍
手
町
に
住
む
人
の
素
朴
な
温
か
さ
、

つ
、
私
生
活
で
は
今
年
か
ら
六
ケ
岳
登
山

や
家
庭
菜
園
を
始
め
、
毎
日
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
い
ま
す
。
ご
近
所
さ
ん
か
ら
野

菜
作
り
の
コ
ツ
を
教
わ
っ
た
り
、
採
れ
た

野
菜
の
お
す
そ
分
け
や
お
し
ゃ
べ
り
の
時

間
は
、
つ
な
が
り
を
築
く
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
温
か
い

競
争
や
孤
立
し
か
生
み
出
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
鞍
手
町
で
の
新
し
い
日
々
を

通
じ
、
地
域
の
人
や
環
境
と
の
共
存
を
経

験
し
な
が
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
共
同
体
」

を
学
び
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
が
ら
真

の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
買
い
物
難
民

そ
し
て
誇
る
べ
き
伝
統
文
化
や
風
習
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
、こ
の
地
域
の
さ
ら

な
る
活
性
化
へ
向
け
て
、一
人
ひ
と
り
の
気

持
ち
が
、
そ
し
て
み
ん
な
の
鞍
手
町
が
…

も
っ
と
も
っ
と
晴
れ
た
ら
い
い
ね
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
播
野
巧
磨
さ
ん
（
室
木
・
42
歳
）

VOL
222

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
水
摩
な
つ
み
さ
ん
（
古
門
）
で
す
。
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

元刑事の加瀬将造は、孤独死した父親
宛てに何者かから毎月30万円の現金
が届いていることを知る。さらにアパー
トを片付けると天井裏から古いVHS
のビデオテープが。中身を確かめると、
そこに映っていたのは……。

黒い波紋
作＝曽根圭介

中でもこの本がオススメです。

　　一般の本

・あなたならどうする（作＝井上荒野）
・大切なことに気づかせてくれる 33 の物語と 90 の 

名言（作＝西沢泰生）
・福袋 （作＝朝井まかて）

今月新しく入りました。

　　子どもの本

・UMA 水族館（作＝山田玲司）
・ネコヅメのよる（作＝町田尚子）
・もりのとしょかん（作＝ふくざわ  ゆみこ）

こ
の
本
は
、
今

ま
で
の
「
桃
太

郎
」
と
は
違

う
、
桃
太
郎
本
人
の
視

点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る

「
桃
太
郎
」で
す
。
イ
ラ

ス
ト
も
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
す
べ
て
桃
太
郎
の

目
か
ら
見
た
景
色
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
昔
話
の

「
桃
太
郎
」。
し
か
し
、

桃
太
郎
の
気
持
ち
に
な

っ
て
物
語
を
読
ん
だ
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
桃
太
郎

の
心
の
中
を
知
る
こ
と

で
、
お
話
の
中
の
英
雄

だ
っ
た
桃
太
郎
が
ぐ
っ

と
近
い
存
在
へ
と
変
化

し
ま
す
。

の

本
だ
な

かもめさんたちがやっている宅配便
やさんはいつも大忙し。長続きする
配達員を探すてんちょうさんの前に
現れたのは…�

かもめたくはいびん
作＝いしい ひろし

塩
の
街

作
＝
有
川
　
浩

「
図

書
館
戦
争
」

「
３
匹
の
お

っ
さ
ん
」な

ど
で
有
名
な
有
川
浩

さ
ん
の
デ
ビ
ュ
ー
作

で
す
。
塩
が
世
界
を
埋

め
尽
く
す
塩
害
に
よ

り
崩
壊
寸
前
の
東
京

で
、
主
人
公
の
秋
葉
と

真
奈
は
様
々
な
人
と

の
出
会
い
と
別
れ
を

体
験
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
と
き
「
世
界
と

か
救
っ
て
み
た
く
な

い
？
」
と
話
を
も
ち
か

け
ら
れ
…
。
塩
害
に
な

ら
な
け
れ
ば
出
会
わ

な
か
っ
た
は
ず
の
秋

葉
と
真
奈
の
恋
は
世

界
を
救
え
る
の
で
し

ょ
う
か
？ 

怖
い
よ
う

で
優
し
い
秋
葉
と
お

と
な
し
そ
う
で
頑
固

な
真
奈
の
恋
愛
模
様

は
、
じ
れ
っ
た
く
も
あ

り
ま
す
が
、
心
が
温
か

く
な
り
ま
す
。

桃
太
郎
が
語
る
桃
太
郎

文
・
絵
＝
岡
村
優
太

※９月の新刊は、１日（金）からの貸出となります。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
飯
干
愛
理
さ
ん
（
司
書
）
で
す
。

広
が
る
本
だ
な

／９月の休館日は、６日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください



ピ
ロ
リ
菌
が
胃
の
粘
膜
に
感
染

す
る
と
、持
続
す
る
胃
炎
を
生
じ
て

胃
の
粘
膜
が
薄
く
な
り
「
萎
縮
性

胃
炎
」
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
。

萎
縮
性
胃
炎
で
は
、胃
が
ん
が
生
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。

10
年
間
で
胃
が
ん
に
な
っ
た
人

の
割
合
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

て
い
な
い
人
で
は
0
パ
ー
セ
ン
ト
、

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
人
で

は
2.9
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ピ
ロ
リ

菌
を
除
菌（
薬
を
の
ん
で
ピ
ロ
リ
菌

を
退
治
す
る
治
療
）
す
る
こ
と
は
、

胃
が
ん
の
発
生
率
を
低
下
さ
せ
胃

が
ん
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
主
に
口
か
ら
感
染

７−2017.９

HealthDr. 楠田の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
日
本
人
の
胃
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
が
、胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
だ
け
で

な
く
、
次
世
代
の
胃
が
ん
予
防
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

楠
田
慎
一
さ
ん
・
く
す
だ
し
ん
い
ち
・
平
成
８
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
、
産
業
医
科
大
学
病
院
等
で
の
勤
務
を
経
て
平
成
18
年
よ
り
門
司
労
災
病
院
（
現
九
州

労
災
病
院
門
司
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
勤
務
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
く
ら
て
病
院
外
科
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
本
当
で
す
か
？
（
40
歳
・

男
性
）

し
ま
す
。ピ
ロ
リ
菌
自
身
は
感
染
力

の
弱
い
細
菌
で
あ
り
、胃
酸
濃
度
が

低
く
ピ
ロ
リ
菌
が
生
息
で
き
る
乳

幼
児
期
に
感
染
す
る
と
さ
れ
て
い

て
、大
人
で
の
感
染
は
起
こ
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。衛
生
環
境

が
整
っ
た
現
代
で
は
、ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
て
い
る
大
人
か
ら
小
さ
い

子
ど
も
へ
の
食
べ
物
の
口
移
し
な

ど
に
よ
る
家
庭
内
感
染
が
疑
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、将
来
的
な
胃
が
ん
予
防
と
し

て
、
中
・
高
生
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染

検
診
、感
染
陽
性
者
へ
の
除
菌
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
は
、内
視
鏡
を

用
い
て
胃
の
観
察
を
す
る
と
と
も

に
胃
粘
膜
を
採
取
し
て
行
う
３
種

　

胃
が
ん
は
、
が
ん
の
部
位
別
死

因
第
３
位
の
疾
患
で
す
（
平
成
27

年
・
男
女
合
計
デ
ー
タ
）。
最
近
で

は
、ピ
ロ
リ
菌
と
の
関
連
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

強
い
酸
性
の
胃
液
の
中
で
も
、生

息
す
る
こ
と
が
で
き
る
菌
で
す
。ピ

ロ
リ
菌
の
正
式
な
名
前
は「
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
」
で
す
。「
ヘ

リ
コ
」
は
「
ら
せ
ん
形
」
の
こ
と

で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
「
ヘ
リ
コ
」

と
同
様
の
意
味
で
、「
バ
ク
タ
ー
」

は
「
バ
ク
テ
リ
ア
（
細
菌
）」
の
こ

と
で
、「
ピ
ロ
リ
」
と
は
、
胃
の
出

口
の
方
の
「
幽
門
（
ピ
ロ
リ
菌
の
多

く
が
発
見
さ
れ
る
場
所
）」
の
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
、ピ
ロ
リ
菌
の
名
前

は
「
幽
門
に
い
る
ら
せ
ん
形
の
細

菌
」
と
い
う
意
味
で
す
。

類
の
方
法
と
内

視
鏡
を
用
い
な

い
採
血
法
・
呼
気

法
・
検
便
法
の
計

６
種
類
の
方
法

が
あ
り
ま
す
の
で
、状
況
に
応
じ
て

検
査
法
を
選
択
で
き
ま
す
。ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
治
療
は
、胃
酸
を
抑
え
る

薬
と
２
種
類
の
抗
菌
薬
を
７
日
間

内
服
し
ま
す
。初
回
治
療
で
５
～
10

パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
除
菌
不
成
功

と
な
り
ま
す
が
、他
の
抗
菌
薬
を
用

い
た
２
回
目
の
治
療
で
ほ
と
ん
ど

の
人
が
除
菌
可
能
で
す
。
胃
潰
瘍
・

十
二
指
腸
潰
瘍
・
内
視
鏡
で
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
胃
炎
と
診
断
さ

れ
た
人
は
、健
康
保
険
を
使
用
し
て

除
菌
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
心
配
な
人

は
、お
近
く
の
医
療
機
関
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ピ
ロ
リ
菌
で
胃
が
ん
が
発
生

感
染
予
防
で
胃
が
ん
を
減
ら
す

検
査
・
治
療
の
方
法

ピ
ロ
リ
菌
と
は
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　９月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ９月21日㈭ 平成 29 年 4 月 25 日から
平成 29 年 5 月 24 日生まれ

７か月健診
９月28日㈭

平成 29 年 1 月 27 日から
平成 29 年 3 月 2 日生まれ

12 か月健診 平成 28 年 9 月 1 日から
平成 28 年 9 月 30 日生まれ

１歳半健診
９月14日㈭

平成 28 年 2 月 4 日から
平成 28 年 3 月 14 日生まれ

３歳健診 平成 26 年 8 月 4 日から
平成 26 年 9 月 14 日生まれ

乳幼児相談 ９月12日㈫ 平成 29 年 6 月 10 日から
平成 29 年 7 月 14 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで。

必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番号

カードまたは個人番号通知カードと本人確認がで
きるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

献血のお知らせ
一般献血を次のとおり行います。皆さん、ご協力

ください。
● とき　10 月３日（火）午前９時から正午まで、午

後１時から４時まで
● ところ　鞍手町役場玄関前
● 対象者　18 歳から 69 歳までの人で体重が 50㎏以

上の人。ただし、65 歳以上の人は、60 歳から 64
歳までに献血経験のある人

● 問い合わせ　役場保険健康課健康増進係まで

ヨガ教室のご案内
子育て支援講座として「ヨガ教室」を開催します。

子育て中のお母さん、健康づくりやリフレッシュの
ためにヨガを体験してみませんか。
● とき　10 月 13 日（金）午前 10 時から（１時間 15

分程度）
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 対象者　町内在住で子育て中のお母さん
● 定員　15 人（先着順）
● 持ってくるもの　タオル、飲み物。当日は動きやす

い服装でお越しください
● 講師　播野景子さん（全米ヨガアライアンス認定講

師）
● 申し込み　総合福祉センターまで（託児が必要な

人は、申込時にお知らせください）

子育て講座

秋の総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受
け、健康づくりに取り組みましょう。
● とき　10 月３日（火）、４日（水）、５日（木）、

11 月 19 日（日）、20 日（月）、21 日（火）。受付
時間は午前８時から 10 時 30 分まで

● ところ　総合福祉センター
● 申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付しま

すので電話でご連絡ください。申込書が自宅に届い
ている人は、必要事項を記入し、希望する健診日の
１か月前までに返送してください

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎ウィ
ルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み　総合福祉センターまで

９月は健康増進普及月間です

野菜にはビタミン等の栄養素が豊富です。また、食
物繊維が多い野菜には、コレステロール値の改善や食
後の血糖値の上昇を抑える働きがあります。野菜は 1
日 350g 以上を目標に、5 皿分の野菜料理を目安にして
食べましょう。煮物や炒め物にすると「かさ」が減る
ため、生で食べるよりも多くの量を食べられます。

野菜摂取量
平均値 男性（１日あたり） 女性（１日あたり）

福岡県 265g（全国 43 位）260g（全国 40 位）
長野県 379g（全国 1 位）365g（全国 1 位）

平成 24 年国民健康・栄養調査結果より
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◈申請方法
　国民健康保険に加入し、自発的失業者に該当している人は、鞍手町役場保険健康課国保年金係に「雇用
保険受給資格者証」を持参してください。その際、雇用保険受給資格者証をコピーさせていただきます。

非自発的失業者の国民健康保険税が軽減されます
― ご存知ですか？ ―

　倒産や解雇、雇い止めなどによる離職によって国民健康保険に加入する人を対象とする国民健康保険税
の軽減措置があります。

国民健康保険
制度の

解説です  国保の
そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

◈軽減の内容
　国民健康保険税の所得割を算定する際に、離職日の翌日からその翌年度末までの間、非自発的失業者の
みの給与所得を 30/100 として算定します。
　また、高額療養費などの所得区分判定についても、非自発的失業者のみの給与所得を 30/100 として算
定します。

離職した日 軽減期間
平成 26 年３月 31 日から
平成 27 年３月 30 日まで

平成 28 年３月まで

平成 27 年３月 31 日から
平成 28 年３月 30 日まで

平成 29 年３月まで

平成 28 年３月 31 日から
平成 29 年３月 30 日まで

平成 30 年３月まで

平成 29 年３月 31 日から
平成 30 年３月 30 日まで

平成 31 年３月まで

離職した日 軽減期間
平成 26 年３月 31 日から
平成 27 年３月 30 日まで

平成 28 年７月まで

平成 27 年３月 31 日から
平成 28 年３月 30 日まで

平成 29 年７月まで

平成 28 年３月 31 日から
平成 29 年３月 30 日まで

平成 30 年７月まで

平成 29 年３月 31 日から
平成 30 年３月 30 日まで

平成 31 年７月まで

＜国民健康保険税適用期間＞ ＜高額療養費適用期間＞

◈対象となる人
①失業（離職）時点で 65 歳未満の人
②雇用保険受給資格者証を持っている人で、「特定受給資格者（※１）」または「特定理由離職者（※２）」
　に該当する人
　（下記の離職理由コードに該当すること）

※１：倒産や解雇などの事業者の都合で離職した人
※２：雇い止めなどにより離職した人

区分 対象となる離職理由コード
特定受給資格者（※１） 11、12、21、22、31、32
特定理由離職者（※２） 23、33、34
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▶防災メール・まもるくんの詳しい情報はパソコンから
   http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
▶防災メール・まもるくんへの登録はケータイから
   http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
●問い合わせ　福岡県総務部防災危機管理局防災企画課　　
　☎（０９２）６４３局３１１４番まで

防災

福岡県では、台風や大雨による災害など県内の防災や気象
に関する情報を登録者にメールでお知らせしています。

●気象情報の配信　県内の気象に関する注意報や警報、台風
情報、地震情報などを受信できます。それぞれの情報に受
信レベルを設定できるようになっており、警報以上で受信
することや震度４以上の地震が発生した場合に受信するな
ど、細かく設定できます。

●防災・安全情報の配信　県や市町村が把握している情報を
受信できます。河川のはん濫や土砂災害の恐れなど、災害
予防に役立つ情報や避難勧告・避難指示の情報も配信され
ます。

●安否確認メール　県内で震度５弱以上の地震やそれに伴う
津波の発生により大規模な災害が発生した場合に、あらか
じめ登録された５人までの人に安否の確認メールを配信で
きます。

予測困難な地震に備える

川の近くに住んでいる人や釣り、水遊びで川を利用するときは、
次のようなことに注意しましょう。

台風・地震が引き起こす災害

チェックすること　⇨　こんなときは要注意

日ごろからの心得

地震が発生したら

天気予報

警報や注意報

空の状態

川の状態

「大気の状態が不安定」、「雷」、「天気の
急変」などの表現があるとき

・非常時に必要なものをそろえてお
く（飲料水、非常食、携帯ラジオ、
懐中電灯、救急薬品など）

・タンスや本棚が倒れないように耐
震固定をしておく

・家族が慌てずに行動できるよう、
災害時の役割分担を決めておく

・避難場所だけでなく避難経路も確
認しておく

・揺れを感じたら丈夫な机やテーブ
ルの下に身を隠す

・激しい揺れは１～２分続く可能性
があるため、慌てて外に飛び出さ
ず落ち着いた行動を

・ガス器具などで火を使っている場
合は消す

・戸を開けて出口を確保する

地震の揺れが収まったら

避難するときは

・火の元を確かめる
・大きな地震の場合は余震がしばら

く続く可能性があるため注意して
おく

・災害時には未確認の情報により混
乱が発生する場合があるため、ラ
ジオなどで正しい情報を聞いて行
動する

・危険を感じたときや避難情報が発
令されたときは、素早く避難する

・車での避難は渋滞に見舞われ防災
活動や避難の妨げとなる恐れがあ
るため、持ち物を最小限にして徒
歩で避難する

雷注意報、大雨や洪水の警報・注意報が
出ているとき

「急に真っ黒な雲が近づいてきた」、「雷
鳴が聞こえる」、「稲光が見えた」とき

「水かさが増えてきた」、「にごってきた」、
「流木や落ち葉が流れてきた」とき

台風は主に８月下旬から９月ごろに日本に接近し、
上陸しなくても勢力を保ったまま海上に停滞し

て大雨をもたらすことがあります。私たちの日常生活
に、こうした台風や突然の集中豪雨などの災害が襲い
かかると人命を含めて深刻な被害を引き起こします。
特に近年は、記録的な集中豪雨による土砂災害で犠牲
になる人が多く、自然災害による犠牲者の半数近くを
占めています。また、増水した河川がはん濫すると甚
大な被害を及ぼします。家族の安全と財産を守るため
には、日ごろからの備えが大切です。

九州北西部から山口県にかけての地方は、全国的に
見ても地震が少ない地域といわれてきました。し

かし、平成 17 年には福岡県西方沖地震が、さらに昨年
４月には熊本地震が発生し、福岡県内でも地震による
被害が発生しています。これらの地震は、断層の活動
に伴うもので、日本には内陸部に多くの断層が存在す
ることから、日本国内はどこでも大きな地震が発生す
る可能性があるということが改めて認識されました。

福岡県にも６つの活断層があり、その中でも鞍手町
に特に影響があるとされるのは西山断層と推定さ

れています（予想最大震度６強）。地震の規模が大きく
なくても、断層（震源）に近い地域では非常に激しい揺
れになると考えられます。地震の発生周期は数千年以
上であることが多く、記録や言い伝えなどで「地震が
少ない」「過去に地震が起きていない」とされる地域で
あっても、地震に対する備えが必要です。

台風は年平均３個が日本に上陸

防災や気象についての情報を得る

エリアメール（緊急速報メール）※とは、気象庁が配信する
緊急地震速報、津波警報、気象等に関する特別警報、国・

地方公共団体が配信する災害・避難情報を、対象エリア内に
いる人に一斉に送信するものです。携帯電話の機種により、
設定が必要な場合や利用できない場合がありますので、詳し
くは各携帯電話会社へお問い合わせください。
● 携帯電話会社　株式会社ＮＴＴドコモ、ソフトバンク

株式会社、ＫＤＤＩ株式会社（ａｕ）
● メール受信料金及び情報料　無料
※「エリアメール」は株式会社ＮＴＴドコモが、「緊急速報メール」はソ

フトバンク株式会社及びＫＤＤＩ株式会社が提供するサービスです。以
下は「エリアメール」で表記を統一しています。

緊急時にはエリアメール

町が配信する「災害・避難情報」
　鞍手町においても携帯電話会社と契約し、町が災害・避難
情報を配信した場合に町内にいる利用者全員にエリアメール
が送信されます。エリアメールは、対応機種であれば災害時で
あっても回線混雑の影響を受けずに受信することができます。
　なお、対応機種であっても受信設定が「ＯＦＦ」となってい
る場合は受信できませんので、あらかじめ設定を「ＯＮ」にし
ておく必要があります。
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くらしの情報
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）
▽
と
き
＝

９
月
26
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
９
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

９
月
11
日
（
月
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

９
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

Calendar
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☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

相
談
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不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
と
お
り
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
土
地
・

建
物
の
価
格
、
土
地
の
有
効

利
用
な
ど
不
動
産
に
関
す
る

疑
問
や
お
悩
み
を
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

10
月
13
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
（
※
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
）

●
と
こ
ろ　

役
場
総
務
文
教

委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

あ
な
た
の
悩
み

人
権
擁
護
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

直
方
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
次
の
と
お
り
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
人
権

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き
　
10
月
２
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
相
談
内
容　

家
庭
内
の
も
め

ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
（
福
岡

法
務
局
直
方
支
局
内
）
☎

２
２
局
１
１
４
４
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
を

開
催
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

で
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
に
関
す
る
相
談
に
も
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ご
み
（
小
牧
１
９
６

９
番
地
）

●
問
い
合
わ
せ　

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ご
み
☎
４
３
局

１
７
５
３
番
ま
で

県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
期
間
・
募

集
期
間　

９
月
28
日
（
木
）

か
ら
10
月
６
日
（
金
）
ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

福

岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊

管
理
事
務
所
直
方
出
張
所
、

役
場
建
設
課
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
８
０
２
９
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

防
衛
大
学
校
学
生
等
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
防
衛
大
学

校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生
・
看
護
学
科
学

生
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
種
目　

防
衛
大
学
校

学
生
（
一
般
・
前
期
）、
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学

生
・
看
護
学
科
学
生

●
試
験
期
日
（
一
次
）　

▽
防

衛
大
学
校
学
生
＝
11
月
４

日
（
土
）、
５
日
（
日
）
▽

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

学
生
＝
10
月
28
日
（
土
）、

29
日
（
日
）
▽
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
学
生
＝

10
月
14
日
（
土
）

●
受
験
資
格　

高
校
を
卒
業

し
た
（
見
込
含
む
）
21
歳

未
満
の
人

●
受
付
期
間　

９
月
５
日（
火
）

か
ら
29
日
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
９
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
・
祝
）、25
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
７

～
お
ど
り
と
食
の
祭
典
～

筑
豊
フ
ェ
ア
祝
10
周
年
！

今
年
も
筑
豊
地
域
の
15
市
町

村
か
ら
、
自
慢
の
グ
ル
メ
や

特
産
品
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち

が
天
神
中
央
公
園
に
大
集
合

し
ま
す
。
来
て
見
て
食
べ
て

体
験
し
て
、
あ
な
た
も
筑
豊

の
魅
力
を
堪
能
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
と
き　

９
月
30
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園

（
福
岡
市
中
央
区
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
広

域
地
域
振
興
課
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
１
８
０

番
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

交
付
申
請
の
受
付
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
て

定
住
す
る
人
に
、
定
住
促
進

奨
励
金
を
10
年
間
交
付
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
の
申
請
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。
対
象
と
な

る
場
合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
交
付

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

10
月
31
日

（
火
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
た
だ
し
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で

くらしの情報

お
知

ら
せ

確定申告
自宅のパソコンから
確定申告を

自宅のパソコンから所得税の申告を
インターネットで行うことができます。
e-Tax で直接送信する場合には、事前に
電子証明書や IC カードリーダライタ等
の準備が必要となります。また、作成し
た申告書を送信しないでお持ちのプリン
ターから確定申告書を印刷して税務署に
直接郵送する簡単な方法もあります。昼
でも夜でもいつでも確定申告書の作成が
できて、申告会場で長時間待つことや、
会場に行く必要がないので大変便利で
す。一度、国税庁のホームページ（http://
www.nta.go.jp/）にある「確定申告書等
作成コーナー」をのぞいてみてはいかが
でしょうか。申告書の作成については、
画面の案内に従って金額等を入力すれば
税額等が自動計算され、簡単に所得税や
消費税の申告書、収支内訳書等の作成が
できます。

e-Tax で申告を行う場合は、源泉徴
収票等の提出を省略することができま
す（書類は大切に保管しておいてくださ
い）。また、一度 e-Tax での申告をすれば、
次の年からは前年のデータを活用するこ
とができ、大変便利です。

所得税の還付申告については、最寄
りの税務署で１月から受付を行っていま
す。早く申告を済
ませれば早く還付
を受けることがで
きます。
● 問い合わせ　税に関する問い合わせ

は、役場税務住民課賦課係まで
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●
申
請
書
類　

①
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
交
付
申
請
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
④
登
記
事
項
証
明

書
⑤
住
宅
の
平
面
図　
　

※
２
年
目
以
降
の
申
請
書

　

類
は
①
②
の
み
と
な
り

　

ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
③
は
、
役
場
地

域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
④
⑤
は

申
請
者
が
準
備
し
て
く
だ

さ
い

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ

く
り
係
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、

県
で
は
次
の
と
お
り
平
成
29

年
度
に
行
わ
れ
る
耐
震
改
修

工
事
ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
等
の
設
置
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
要
件　

①
鞍
手
町
内

に
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
ま
た
は
着
工
さ

れ
た
２
階
建
て
以
上
の
一
戸

建
て
住
宅
②
耐
震
診
断
の

結
果
、
建
物
の
構
造
評
点

が
1.0
未
満
で
あ
る
こ
と
③

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
事
に
よ
っ
て
建
物
の

構
造
評
点
が
1.0
以
上
と
な

る
も
の
④
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
等
が
居
住
し
て
い
る
こ

と
⑤
建
築
基
準
法
等
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と
⑥
現
に

入
居
者
が
い
る
こ
と

●
申
込
資
格　

対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
助
成
金
額　

耐
震
改
修

工
事
に
要
す
る
費
用
の
25

パ
ー
セ
ン
ト
（
上
限
30
万

円
）、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等

設
置
に
要
す
る
費
用
の
23

パ
ー
セ
ン
ト（
上
限
15
万
円
）

●
申
込
受
付　

役
場
建
設
課

建
築
係
窓
口
で
随
時
受
付

（
た
だ
し
県
の
予
算
額
に
達

し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際

は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。
時
間
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
体
育

協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
第
16

回
鞍
手
町
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
と
き　

11
月
19
日
（
日
）

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
参
加
料　
１
チ
ー
ム
に
つ
き

千
円

●
参
加
資
格　

同
じ
地
区
内

の
小
学
生
以
上
で
編
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
（
１
人
に

限
り
、
ほ
か
の
地
区
か
ら

の
参
加
を
認
め
る
）。
１

チ
ー
ム
４
人
か
ら
８
人
ま

で
（
４
人
制
競
技
）。
同
じ

地
区
内
か
ら
複
数
チ
ー
ム

の
参
加
可

●
競
技
種
目　

①
ミ
ッ
ク
ス

の
部
（
男
女
各
２
人
で
競

技
。
男
性
の
代
わ
り
に
女

性
は
可
）
②
フ
リ
ー
の
部

（
小
学
生
以
上
の
男
女
４
人

で
競
技
）

●
申
込
期
限　

10
月
27
日（
金
）

午
後
５
時
15
分

●
監
督
者
会
議　

▽
と
き
＝
11

月
６
日
（
月
）
午
後
７
時
30

分
か
ら
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公

民
館　

研
修
室
３

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鞍
手
町
体
育
協
会
（
中
央

公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７

２
０
０
番
ま
で

女
坑
夫
の
唄
声
を
通
し
て

炭
坑
労
働
や

当
時
の
生
活
を
学
ぼ
う

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会

で
は
、
鞍
手
町
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等
推
進
事
業
と

し
て
次
の
と
お
り
炭
坑
の
記

録
者
・
井
手
川
泰
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　
「
ヤ
マ
の
女
た
ち
の

労
働
と
暮
ら
し
」
女
坑
夫

の
唄
声
を
聴
く
集
い

●
講
師　

井
手
川
泰
子
さ
ん

●

問
い
合
わ
せ　

く
ら
て

の
明
日
を
紡
ぐ
会
（
隅

田
知
明
）
☎
（
０
９
０
）

４
５
１
１
局
７
８
７
９
番

ま
で

くらしの情報

グローバルアリーナ
ブルガリアフェスティバル2017

県 道 29 号 で 結
ばれる直方市・鞍
手町・宗像市の２
市１町は、地域振
興及び沿線地域の
活性化に向けた連
携事業を実施して
います。

ブルガリアを中心とした世界各国の文化や料理が楽し
める数日間。カザンラック民族舞踊団を中心にステージパ
フォーマンス、世界の料理やお酒が楽しめる料理屋台など
子どもから大人まで楽しめるイベントになっています。
● とき　９月 15 日（金）午後５時から９時まで。９月 16

日（土）、17 日（日）、23 日（土・祝）、24 日（日）午
前 11 時から午後３時まで

　※９月 15 日（金）のみ、最後に 500 発の打ち上げ花火
　が上がります

● ところ　グローバルアリーナ　イングリッシュガーデン
● 問い合わせ　株式会社グローバルアリーナ☎（０９４０）

３３局８４００番まで

詳しくは、グローバルアリーナホームページ
（http://g-arena.com/）をご覧ください。
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国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

22
年
９
月
２
日
か
ら
10
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

９
月
28
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【７月中】 【累　計】
件 数 10 件（＋16） 件 数 252 件（＋ 6）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（±10）

傷 者 11 人（＋ 7） 傷 者 66 人（＋ 2）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【７月中】 【累 計】

刑法犯総数 73 件（－41） 刑法犯総数 560 件（－ 72）

車上ねらい 5 件（＋ 4） 車上ねらい 31 件（＋ 13）

自転車盗難 6 件（－ 7） 自転車盗難 57 件（－ 21）

空き巣 4 件（－20） 空き巣 53 件（± 0）

生活安全課からのお知らせ
　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● ９月の休日在宅医はありません

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　９月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

中央公民館内のこどものとしょしつ
で、子どもを対象としたお話の会を行
います。親子で聞きに来てみませんか。
● とき　９月９日（土）午前 11 時から
● ところ　中央公民館（こどものと

しょしつ）
● 問い合わせ　中央公民館まで

子どものお話の会
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保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
10
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
17
年
10
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
９
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

10
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
27
年
10
月
２
日
か
ら
11

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

９
月
27
日

（
水
）、
28
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん
、

取
り
に
来
る
人
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

９
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
９
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問
と

議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
質
問　

９
月
11
日

（
月
）、
12
日
（
火
）。
開
会

時
間
は
午
後
１
時
。
た
だ

し
、
一
般
質
問
が
11
日
で

終
了
す
れ
ば
12
日
は
休
会

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一

般
質
問
は
手
話
通
訳
に
よ

る
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
手

話
通
訳
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

●
議
案
質
疑　

９
月
13
日

（
水
）。
開
会
時
間
は
午
後

１
時

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局（
役
場
内
）ま
で

保
育
所
利
用
者
負
担
額

変
更
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
施
行
に
伴
い
、
８
月

分
ま
で
は
平
成
28
年
度
の
市

町
村
民
税
額
に
よ
り
算
定
し

て
い
た
保
育
所
利
用
者
負
担

額
を
、
９
月
分
か
ら
は
平
成

29
年
度
の
市
町
村
民
税
額
に

よ
り
再
算
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
再
算
定
の
結
果
は

変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

決
定
通
知
書
を
送
付
し
、
お

知
ら
せ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

は
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

で
す
。
請
求
が
お
済
み
で
な

い
人
は
請
求
窓
口
ま
で
お
問

合
せ
の
う
え
、
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者　

戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平

成
27
年
４
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

等
を
受
け
る
人
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

（
丸
数
字
）
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人
に
支
給
。

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・

祖
父
母
・
兄
弟
姉
妹

④
前
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦

没
者
等
の
三
親
等
以
内
の

親
族
（
甥
、
姪
等
）

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円

（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

●
請
求
期
限　

平
成
30
年
４

月
２
日
ま
で

●
請
求
・
問
い
合
わ
せ　

役
場

福
祉
人
権
課
福
祉
係
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
田
中
幸
一
様
＝
新
延
南
（
サ

ツ
キ
）

▽
飯
野
信
惠
様
＝
新
北（
泰
司
）

▽
栗
田
泰
臣
様
＝
立
林（
睦
子
）

●
く
ら
て
病
院
へ

▽
栗
田
泰
臣
様
＝
立
林（
睦
子
）

愛の
贈

り
も
の

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！
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障がいのある人や高齢者、妊産婦など、
車の乗り降りや移動に配慮の必要な人が、公
共施設、店舗等の障がい者専用の駐車場な
どに車をとめ、安心・安全に施設を利用で
きるように支援する制度です。

対象となる人には「ふくおか・まごころ
駐車場」の利用証を発行します。利用証は
対象となる人が運転または同乗されている
場合に利用できます。

利用できる駐車場は「ふくおか・まごこ
ろ駐車場」の目印ステッカー（Ａ３サイズ）
が掲示されている駐車場です。
※対象者には障がい者手帳の等級などの条

件があります。
※利用証の発行には、申請書の提出と確認

書類の提示が必要となります。
● 問い合わせ　福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環

境事務所社会福祉課☎２３局３１１９番まで

↑このステッカーが目印です



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・７月の人の動き

平成 29 年９月号  No.693

・人口　16,367 人
・男性　 7,774 人
・女性　 8,593 人
・世帯数  7,532 世帯

（平成 29 年７月 31 日現在）

・出生  3 人
・死亡  22 人
・転入  40 人
・転出    34 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

９月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 金 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木 補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）

８ 金 人権問題地区学習会（西川小学校：10時 30分～、４ページ参照）

９ 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～12時、14ページ参照）

10 日

11 月 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、11ページ参照）

12 火 乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）

13 水

14 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、11ページ参照）

15 金

16 土

17 日

18 月 敬老の日

19 火

20 水

21 木 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）

22 金

23 土 秋分の日

24 日 「ヤマの女たちの労働と暮らし」女坑夫の唄声を聴く集い（中央公
民館：13時 30分～、13ページ参照）

25 月
国民健康保険税（第４期分）、
後期高齢者医療（第３期分）納期限（11ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、11ページ参照）

26 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、11ページ参照）

27 水 補聴器相談（役場：13時～14時、11ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、15ページ参照）

28 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、11ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、15ページ参照）

29 金

30 土

【アジのカレー風味かば焼き】　１人当たりの栄養価　215kcal

　

【ツナ入りゴーヤピカタ】　１人当たりの栄養価　105kcal

テーマ
「食事で筋力アップ�」

■材料（４人分）
アジの３枚おろし（４切れ）、小麦粉（大さじ 1.5）、カレー
粉（小さじ 1.5）、サラダ油（大さじ４）、チンゲン菜（400g）、
にんじん（200g）、塩（少々）、こしょう（少々）、酒（大
さじ４）、みりん（大さじ 1.5）、しょうゆ（大さじ 1.5）

■材料（４人分）
ゴーヤ（１本）、卵（２個）、ツナ缶（40g）、パン粉（20g）、
塩（小さじ 1/6）、こしょう（少々）、オリーブ油（小さじ１）

■作り方
① アジに塩（小さじ 1/2）をふり、10

分ほど置いて出てきた水けをキッチ
ンペーパーでふきとる。ポリ袋に小
麦粉とカレー粉を入れて混ぜ、アジ
を入れてふり、まんべんなくまぶす。

② チンゲン菜は根元４cm 長さに切り、縦を４等分に切る。
続けて葉まで４cm 長さに切る。人参は５mm 厚さの短冊
切りにする。

③ フライパンにサラダ油（大さじ１）を中火で熱し、にん
じんとチンゲン菜の根元を並べる。時々裏返しながら３
分程焼く。葉を加えてサッと炒め、塩、こしょうをふり、
取り出す。

④ フライパンに残りのサラダ油を熱してアジの皮の方から焼
く。両面焼いたら余分な油をキッチンペーパーでふきとる。

⑤ 合わせた酒、みりん、しょうゆを加え、アジにからめる。
⑥ アジと野菜をきれいに盛りつける。

■作り方
① ゴーヤは８mm 厚さの輪切りにし、

スプーンで種とわたを除く。
② ボウルに卵を割りほぐし、ツナ、パン粉、

塩、こしょうを加えて混ぜ合わせる。
③ フライパンにオリーブ油を中火で熱

し、ゴーヤを並べて両面を焼く。
④ ゴーヤの穴に②をスプーンで入れ、入りきらない分は上

にのせる。ふたをして両面を焼き、器に盛る。

筋肉を育てるのに必要なものは…
◎筋肉などのタンパク質の合成の過程を助けるビタミンＢ６（牛

レバー、鶏ひき肉、まぐろ、ピーマンなど）
◎筋肉をしっかりつけるために必要なカルシウム（牛乳・

乳製品、大豆・大豆製品など）
◎カルシウムの体内への吸収を高めるビタミンＤ（魚など）
◎骨の形成を促すビタミンＫ（納豆、緑黄色野菜など）


